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Ｈ１９ ２年基礎学力テスト

１．

（４）Ｓ＝

（１）－３＋（－４）＝－７

（２）２（ｘ＋ｙ）－（ｘ－２ｙ）＝２ｘ＋２ｙ－ｘ＋２ｙ＝ｘ＋４ｙ

（３）ｘ＝－２，ｙ＝１のとき、ｘ

２Ｓ＝

ａ＋ｂ ｈ

２

ａ＋ｂ ｈ

をａについて解きなさい。

２Ｓ

ｈ

２× ４ｘｙ÷ （－２ｘ）

＝ａ＋ｂ
２Ｓ

ｈ
－ｂ＝ａ

２＝
４ｘ３ｙ

４ｘ２
＝ｘｙ＝－２

（５）ｙはｘの一次関数で

８＝－４ａ

よってｙ＝－２ｘ－３

ｙ＝ａｘ＋ｂとおくと

－１＝－ａ＋ｂ

－９＝３ａ＋ｂ

ａ＝－２

そのグラフが２点（－１，－１）（３，－９）を通る直線である。

ｂ＝－３

（６）一つの外角の大きさが３０° になる正多角形

３６０

３０
＝１２ 正十二角形
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（１）

（２）

ｘ＋ｙ＝１４０

４００ｘ＋３００ｙ＝５４０００

ｘ＝１

ｙ＝２０

４ｘ＋３ｙ＝５４０

３ｘ＋３ｙ＝４２０

２０

大人１２０人 子ども２０人
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（１）

（２）６４となるのは８番目

（３）

６４－７＝５７

ｎ番目の左下は

右下は

２１

ｎ２－（ｎ－１）＝ｎ

ｎ２

２－ｎ＋１
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（１）△ＡＢＥと△ＦＤＡにおいて

平行四辺形の向かい合う辺は等しいので

ＡＢ＝ＣＤ

正三角形なので

ＣＤ＝ＦＤ

よってＡＢ＝ＦＤ・・・・①

同様にして

平行四辺形の向かい合う角は等しいので

∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＣ

正三角形の一つの角は６０° なので

∠ＣＢＥ＝∠ＣＤＦ＝６０° ・・・④

③＋④

∠ＡＢＣ＋∠ＣＢＥ＝∠ＡＤＣ＋∠ＣＤＦ

よって∠ＡＢＥ＝∠ＦＤＡ・・・・⑤

①②⑤より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

△ＡＢＥ≡△ＦＤＡ

ＢＥ＝ＤＡ・・・②

・・・・③
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（２）∠ＡＢＣ＝４０° のとき、∠ＡＢＥ＝６０＋４０＝１００°

∠ＢＣＤ＝

∠ＥＣＦ＝３６０－１４０－６０－６０＝１００°

よって△ＡＢＥ≡△ＦＤＡ≡△ＦＣＥ

よってＡＥ＝ＦＡ＝ＥＦとなり△ＡＥＦは正三角形なので

∠ＥＡＦ＝６０°

３６０－８０

２
＝１４０°
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（１）

（２）

（３）Ｄ（２．４，０）Ｃ（７．２，４．８）の中点を通るので

（

０＝３ｘ－１２

Ｃ（３ｔ，２ｔ）

Ｂ（

（４，８）（４．８，２．４）を通る直線ｙ＝ａｘ＋ｂとおくと、

ｙ＝－ｘ＋１２

２．４＋７．２

２

Ｂ（ｔ，２ｔ）

ｙ＝２ｘ

３ｘ＝１２

１２

５

２．４＝４．８ａ＋ｂ

，

５．６＝－０．８ａ

８＝４ａ＋ｂ

２４

５

ｘ＝４

とおくと、

）

，

２ｔ＝－３ｔ＋１２

５ｔ＝１２

０＋４．８

２

Ａ（４，８）

）＝（４．８，２．４）

ｔ＝

８＝－２８＋ｂ

１２

５

ａ＝－７

ｂ＝３６ よって ｙ＝－７ｘ＋３６
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